
ガイドラインの活用・普及方策に関する対応状況

①パンフレットの作成

○ 令和２年３月に「MaaS関連データの連携に関するガイドライン Ver.1.0 ダイジェスト」を国土交通省HPに公開

②MaaSに特化した国土交通省HPの作成

③運輸局単位の説明会を実施

④MaaSに関する研修での説明

⑤補助制度での活用

⑥実証実験での活用

○ 令和２年７月に「日本版MaaSの推進」に関する国土交通省HPを公開
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/japanmaas/promotion/

○ 令和２年６月に全国の地方公共団体、事業者等を対象としたセミナーを開催
（コロナ禍の影響により、Web開催）

○ コロナ禍の影響により、延期 （来年度実施予定）

○ 令和２年度日本版MaaS基盤整備事業の運行情報等のデータ化支援事業においてガイドライン準拠を条件化。

○ 令和２年度日本版MaaS推進・支援事業、令和２年度スマートモビリティチャレンジ2nd、及び、東京都「令和2年度
MaaS社会実装モデル構築に関する実証事業」等において、活用の奨励を実施。
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